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はじめに 

 
 
令和 3 年度の環境科学院の年次報告書を発行いたします。 

 
令和 3 年度末は、新型コロナ感染症の第 6 波が収束した頃でした。感染症対策をとりながら

の社会経済活動の回復、ウクライナ侵攻に伴う物流への影響やエネルギー価格が高騰し始める

など、本学院における研究教育活動も少なからず国内及び世界的な社会情勢・経済状況の影響を

受けました。特に、その後のエネルギー価格の高騰は、適切な研究環境の維持に対して大きな挑

戦となっています。 
 
これらは小さくない逆風ですが、この年次報告書に数多く記載されているように、本学院の研

究教育活動は、参画 7 部局による協調体制のもと、これまで通り、あるいはこれまで以上に充実

したものになりました。しかしながら、運営交付金の継続的な減少の中で「弛まぬ努力」の取り

組みだけでは必ず限界がきます。新型コロナ感染症の当初、多くの制約の中でエネルギーの消費

は世界的に減少しましたが、その減少率は対前年度で数％であったという報告がなされていま

す。つまり、この意図しなかった社会実験の結果、我慢を強いる、あるいは、弛まぬ努力では、

持続可能にならないことが明白となりました。 
 
本学院では、私たち自身が実施している取り組みを学院構成員が相互に俯瞰できるように、会

議を開催し、書類提出やメール交換をすることで、研究教育活動を適切に推進しています。それ

らの多くは必要な作業ですが、一方で、会議や書類にかける時間と経費の学院全体での総和は小

さくありません。研究と教育の時間と経費を確保するために、何を効率化するのが効果的なのか、

皆さんとご一緒に考えていきたいと思います。議論の出発点となるよう、本報告書を発刊いたし

ます。 
 
 

北海道大学大学院環境科学院 
学院長 谷本陽一 
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１ 沿革 

 
大学院環境科学研究科         
1977（昭和 52）年 
 
 

 4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3 月 16 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年  
 2 月 9 日 

英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2 月 6日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10 月 1 日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1 月 16 日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1 月 15 日） 

2000（平成 12）年  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10 月 25 日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     
2006（平成 18）年 8 月 26 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6 月 13 日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11 月 12 日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               

2009（平成 21）年 1 月 9 日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 

2010（平成 22）年 2 月 11 日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3 月 31 日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4 月 9 日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9 月 2 日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3 月 31 日） 
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10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10 月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11 月 25 日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 2 月 3 日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10 月 13 日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1 月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3 月 14 日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4 月 2 日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5 月 31 日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間交流

協定を締結                                 

6 月 25 日 
中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結 

（～2018(平成 30)年 3 月 19 日）  

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12 月 27 日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年  1 月 22 日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1 月 23 日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2 月 5 日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3 月 20 日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16 日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9 月 29 日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2 月 16 日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12 月 28 日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3 月 17 日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

4 月 12 日 マレーシア マレーシア・サバ大学と大学間交流協定を締結 

2017（平成29）年 6 月 7 日 中華民国（台湾）国立東華大学と大学間交流協定を締結 

7 月 13 日 ノルウェー王国オスロ大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 23 日 中華人民共和国華東師範大学地球科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 26 日 イタリア共和国トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部と部局間交流協定を締結 

2018（平成30）年 1 月 15 日 インド インド工科大学ボンベイ校と大学間交流協定を締結 

2 月 27 日 インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

3 月 26 日 インド インド工科大学マドラス校と大学間交流協定を締結 

4 月 2 日 インド インド工科大学ハイデラバード校と大学間交流協定を締結 

7 月 26 日 ロシア連邦 北東連邦大学と部局間交流協定を締結 

2019（令和元）年 10 月 15 日 中華人民共和国武漢紡織大学化学・化学工学院と部局間交流協定を締結 

2020（令和 2）年 2 月 27 日 タイ王国ヴィデャシリメディ科学技術大学と学術交流協定を締結 
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２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 
 

職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 
堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～2017（平成 29）年 9 月 30 日 

大 原   雅 2017（平成 29）年 10 月 1 日～2021（令和 3）年 9 月 30 日 

谷 本 陽 一 2021（令和 3）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 
学院長   大原  雅 
副学院長 小西 克明 
学院長補佐 露崎 史朗 
学院長補佐 谷本 陽一 

3.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
渡邉 悌二 

人間・生態 
システム 

露崎 史朗 
渡邉 悌二  

藤井 賢彦 
石川  守 
白岩 孝行 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 
早川 裕弌 

 先崎 理之 
川西 亮太  

 

環境適応科学 
野呂 真一郎 豊田 和弘  

 
 

実践環境科学 
山中 康裕 

 
 

 
 

国際環境保全 

沖野 龍文 平田 貴文 
ガルシア 
モリノス， 
ホルヘ 

 ラム，アバタル   

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

山本 正伸 

生物地球化学 

力石 嘉人 

鈴木 光次 
山本 正伸  

山下 洋平 
西岡  純 
渡辺  豊 
関   宰 
亀山 宗彦 

 入野 智久 
宮﨑 雄三 

滝沢 侑子  

 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 
グレーベ， 

ラルフ・ 
ギュンター 
杉山  慎 

飯塚 芳徳  曽根 敏雄 
的場 澄人 
下山  宏 
ポドリスキ，

エブゲニ 

 

大気海洋物理 
学・気候力学 

久保川 厚 

谷本 陽一 
大島慶一郎 
江淵 直人 
三寺 史夫 
深町  康 
堀之内 武 

藤原 正智 
青木  茂 
富田 裕之 

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信 
川島 正行 
中山 佳洋 
安成 哲平 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

野田 隆史  

多様性生物学 
相場 慎一郎 工藤  岳  久保 拓弥  

生態遺伝学 
大原  雅 
鈴木  仁 

越川 滋行  早川 卓志 吉田 磨仁 

分子生物学 

福井  学 
森川 正章 
山口 良文 
田中 亮一 

笠原 康裕 
落合 正則 
山崎 健一 

三輪 京子 

 小島 久弥 
鷲尾 健司 
曽根 正光 
渡邉 友浩 

 

植物生態学 
   小野 清美  

動物生態学 
野田 隆史 小泉 逸郎  大舘 智志  

海洋生物生産 
工藤  勲 芳村  毅 

浦  和寛 
   

水圏生物学 

長里千香子 

山羽 悦郎 
仲岡 雅裕 
宮下 和士 
宗原 弘幸 

四ツ倉典滋 
三谷 曜子 
伊佐田智規 

 山本  潤 
傳法  隆 

 

 

森林圏フィール

ド科学 

佐藤 冬樹 
柴田 英昭 
吉田 俊也 
中村 誠宏 

 

車  柱榮 
揚妻 直樹 

高木健太郎 
内海 俊介 
中路 達郎 
岸田  治 
福澤加里部 
小林  真 
森田健太郎 
植竹  淳 

 野村  睦 
 

 

耕地圏科学 
星野洋一郎 

 
中村   剛 
河合 正人 
三谷 朋弘 

 平田 聡之 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
神谷 裕一 

生体物質科学 
小野田 晃 山田 幸司 

梅澤 大樹 
 諸角 達也  

ナノ環境材料 

小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

廣川  淳 
七分 勇勝 
加藤  優 
大友 亮一 

 中田  耕 
 

 

光電子科学 

中村 貴義 
ビジュ， 
ヴアスデヴア

ン ピライ 

髙野 勇太 
小門 憲太 

 髙𣘺𣘺 仁德 
薛 晨 
黄 端康 

スブラマンヤ

ム・パルヤム 

 
 

環境触媒化学 

大谷 文章 コワルスカ， 
エバ カタルツ

ィーナ 

 高島  舞  

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 

 
 
 
 
 
４ 事務組織                                

3.4.1現在 
環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 
岡野 賢 

総 務 
徳田 歳広 

山下 昌利 
山形 直子 沼舘加菜子 

浦新さと子（事務補佐員） 

石岡 直哉（事務補佐員） 

教 務 脇坂 共匡 
細川 葉子 

三宅 由美 
岸  紘子 

中川 裕子（事務補助員） 

疋田 摩美（事務補助員） 

会 計 木村 一男  
藤田こゆき       

神部 啓斗 
村家 陽子（事務補助員） 

図 書 坂本ゆう子       

 
 
 
 
 

 
 

  

 
研究院長室秘書 

 
明戸 要枝（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                    3.4.1現在 

 

 
  

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 

事務 
選出 
委員 

事
務 
所
掌 

備考 

専攻長 
会議 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
申合せで 
明記 

学院人事
委員会 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
 

教務 
委員会 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 全学教
務委員  教務

担当 
内規で 
明記 

入学試験 
委員会 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   教務

担当 
内規で 
明記 

点検評価
委員会 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 総務

担当 
内規で 
明記 

将来計画
委員会 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務

担当 
 

安全管理
委員会 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 会計

担当 
 

広報 
委員会 石川  守 堀之内 武 工藤  勲 大友 亮一  学院長    総務

担当 
 

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

佐藤 友徳 
露崎 史朗 

山下 洋平
的場 澄人 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

大友 亮一 
山田 幸司 学院長補佐     総務

担当 
各専攻 
２名 

学生 
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 三輪 京子 神谷 裕一 学院長補佐   全学学

生委員  教務

担当 
内規で 
明記 

留学生 
委員会 渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 
英語プロ

グラム運

営委員会

委員長 

 教務

担当 
内規で 
明記 

ハラスメ
ント防止
委員会 

渡邉 悌二 山本 正伸 野田 隆史 神谷 裕一 副学院長 
学院長補佐 学院長 専攻長 

全学ハラ

スメント

予防推進

員 

 教務

担当 
 

英語プロ
グラム運
営委員会 

藤井 賢彦 力石 嘉人 三輪 京子 小野田 晃 学院長、副学院長、学
院長補佐から１名  

学院長が

必要と認

める者 
 教務

担当 

沖野龍文 
露崎史朗 
豊田和弘 

コース 
代表教員 

根岸淳二郎 
野呂真一郎 
山中 康裕 
沖野 龍文 

力石 嘉人
三寺 史夫 
杉山  慎 

 

相場慎一郎 
越川 滋行 
山口 良文 
小野 清美 
小泉 逸郎 
工藤  勲 
宮下 和士 
内海 俊介 
星野洋一郎 

小野田 晃 
八木 一三 
中村 貴義 
大谷 文章 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 
 
令和 3 年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）生物圏科学専攻・環境物質科学専攻 
令和 2 年 5 月 25 日（月） 

 
秋季入試：博士後期課程   令和 2 年 8 月 24 日（月） 

25 日（火） 
      修士課程（博士前期課程）  令和 2 年 8 月 24 日（月） 

25 日（火） 
 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 
令和 2 年 11 月 18 日（水） 

 
春季入試：博士後期課程   令和 3 年 3 月 1 日（月） 
     修士課程（博士前期課程）  令和 3 年 3 月 1 日（月） 

3 月 2 日（火） 
 

１０月入学入試：博士後期課程  令和 3 年 8 月 24 日（火） 
25 日（水） 

            修士課程（博士前期課程） 令和 3 年 8 月 24 日（火） 
25 日（水）  

 
 
入試説明会 

 第１回            令和 2 年 5 月 26 日（火）～ 29 日（金） 
第２回       令和 2 年 10 月 18 日（日） 

 第３回        令和 2 年 12 月 1 日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移 

７−１ 入学定員 
①  博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 15 
地球圏科学専攻 14 
生物圏科学専攻 23 
環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
②  修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 44 
地球圏科学専攻 35 
生物圏科学専攻 52 
環境物質科学専攻 28 

計 159 

 

７−２ 入学者数 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

環境起学専攻 8（53％） 11 （73％） 11 （73％） 7 （47％） 17（113％） 

地球圏科学専攻 5（36％） 7 （50％） 8 （57％） 10 （71％） 7（50％） 

生物圏科学専攻 13（57％） 18 （78％） 8 （35％） 16 （70％） 25（109％） 

環境物質科学専攻 7（64％） 12（109％） 14（127％） 3 （27％） 6（55％） 

計 33（52％） 48 （76％） 41 （65％） 36 （57％） 55（87％） 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和 3 年度 

環境起学専攻 40（91％） 29（66％） 41（93％） 28（64％） 28（64％） 

地球圏科学専攻 42（120％） 29（83％）  27（77％）  32（91％）  37（106％） 

生物圏科学専攻 56（108％） 53（102％） 54（104％） 80（154％） 70（135％） 

環境物質科学専攻 30（107％） 31（111％） 35（125％） 29（104％） 25（89％） 

計  168（106％）  142（89％） 157（99％）  169（106％） 160（100％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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７−３ 在籍者数 
 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

環境起学専攻 46     45     44     39     42 
地球圏科学専攻 28     29     26     34     37 
生物圏科学専攻 55     59     53     50     59 
環境物質科学専攻 26     23     26     31     28 

計 155     156     149     154     166 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和 3 年度 

環境起学専攻 96     84     78     68     60 
地球圏科学専攻 68     75     64     64     73 
生物圏科学専攻 102     107     114     147     149 
環境物質科学専攻 56     60     68     66     55 

計 322     326     324     345     337 
（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 

 

８－１ 留学生数（全体） 
 

① 博士後期課程 

（単位：人） 

専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

環境起学専攻 26 25 30 22 37 

地球圏科学専攻 14 13 13 15 11 

生物圏科学専攻 12 12 12 7 11 

環境物質科学専攻 12 13 17 15 24 

計 64 63 72 59 83 

 

② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 

専 攻 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 令和 3 年度 

環境起学専攻 63     52     44     20     32 

地球圏科学専攻 6     7     7      5 15 

生物圏科学専攻 5     8     12       8 15 

環境物質科学専攻 5     14     20     19     19 

計 79     81     83     52     81 

（注）各年度５月１日現在の数 

 

  



 - 15 - 

８−２ 留学生数（国別） 

（単位：人） 

地域 
日本語による 留学生数 

国名・地域名 博士後期 修士 

アジア 

インド 7 2 

インドネシア 2 1 

ミャンマー 1   

韓国 1 3 

香港 1 1 

ベトナム 3   

台湾 1   

中国 37 66 

バングラデシュ 10   

フィリピン 2   

タイ 1   

パキスタン   1 

ブルネイ   1 

マレーシア 1   

アフリカ 

タンザニア 2   

ナイジェリア 4 1 

マダガスカル 1   

モーリシャス 1   

南アフリカ   1 

北米 
アメリカ 1 2 

カナダ 1   

ヨーロッパ 

フランス 1 1 

ロシア 2   

ジョージア 1   

大洋州 
パプアニューギニア   2 

フィジー   1 

計 81  83  

（注）令和 3 年 5 月１日現在の数 
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８−３ 留学生の支援体制 

（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 

現地面接等による渡日前入学制度を利用して２名（修士課程２名）が入学した。 
 

（２）JICAプログラム（SDGsグローバルリーダーコース，ABEイニシアティブ）の設定 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成

や書類審査とテレビ会議による面接）を実施し，令和３年１０月に２名（博士後期課程

１名，研究生１名）が入学した。 

 

（３）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究

補助員経費を負担する制度により，１０名（継続７名，新規３名）の私費留学生を受入れ

た。   

なお，地球環境科学研究院では，毎年２名相当分について教員共通経費を充てる制度を

設けている。 

また，例年年度末に研究発表会を行っているが，令和３年度は令和２年度に引き続き，

新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐため，留学生によるポスター及び報告書による研

究成果の報告が行われた。   
 

（４）ジョイントマスタープログラムによる特別聴講学生の受入 

北東連邦大学との協定によるジョイントマスタープログラムにより，２名の留学生を

受け入れた。 
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Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

生物地球化学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

多様性生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋生物生産学コース 
水圏生物学コース 
森林圏フィールド科学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 

修了要件 

修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 

博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 

 

 

環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 再生可能エネルギー総論 環境

適応学総論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源

学特論 気候変動影響特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 流域環

境学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 応用生態学特論 環境適応学特論 環

境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学英語ラ

イティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 環境起学基礎演習（１単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 

実践環境科学演習Ⅱ（１単位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ

（１単位） 実践環境科学インターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシッ

プⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

地球圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 
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・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 生物

地球化学基礎論 北極域総論 

・ 古気候学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学

特論 生態系環境科学特論 生態系物質循環学特論 氷河・氷床学特論 雪氷水文学特論 

寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷学特論 大気環境科学特論 極域海洋学特論 大気力

学特論 海洋力学特論 気候変動特論 気候モデリング特論 地球流体力学特論 大気海

洋解析法特論 遠隔情報学特論 

・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 

・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

生物圏科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 

・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 北方生態系の生物多様性基礎論 生物生産学基礎論 

・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 

・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 

・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 

・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 

（選択必修科目）各２単位 

・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質科学特論Ⅰ 生体物質科学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 

（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 

・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 

・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 

・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 

 

博士後期課程 

（必修科目） 

・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 

・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 

 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 

（選択科目） 

・環境科学総論 （２単位） 環境科学研究基礎論（１単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 本学大学院（環境科学院以外）での講義・演習 

 

環境起学専攻 

なし 
 

地球圏科学専攻 

 なし 
 

生物圏科学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

生命科学院 
生命科学特別講義Ⅱ（国際） 

（研究発表と論文執筆の技術） 
1 田中 亮一 

田中 亮一 8 

三輪 京子 1 

理学院 多様性生物学研究法 2 増田 隆一 
鈴木  仁 １ 

四ツ倉典滋 1 

理学院 多様性生物学概論 2 堀口 健雄 

大原  雅 1 

野田 隆史 2 

久保 拓弥 2 

越川 滋行 1 

相場慎一郎 2 

獣医学院 
動物生殖医学特論（国際：

Advanced Lecture on  
Theriogenology） 

1 片桐 成二 早川 卓志 1 

 
環境物質科学専攻 

 なし 
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１２ 大学院共通授業科目での講義・演習 
 

環境起学専攻 

講義名 
単

位

数 
責任教員 

 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

PARE 基礎論 I－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 

沖野 龍文 

根岸淳二郎 

神谷 裕一 

3 

PARE 基礎論 IV－人口・活動・資源・環境の連

環 
1 藤井 賢彦 藤井 賢彦 1 

PARE 実習 I－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

PARE 実習 II－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

PARE 演習 I－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

PARE 演習 II－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

環境汚染の調査と評価・修復の実践 1 石塚真由美 豊田 和弘 1.5 

環境汚染比較特論 2 豊田 和弘 豊田 和弘 11 

環境科学総論 2 渡邉 悌二 

渡邉 悌二 

露崎 史朗 

佐藤 友徳 

相場慎一郎 

10 

環境科学総論（日本語版） 2 山中 康裕 

山中 康裕 

柴田 英昭 

廣川  淳 

15 

実践環境科学チーム活動演習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

実践環境科学チーム活動実習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

南極学特別実習 I 2 杉山  慎 白岩 孝行 5 

南極学特別実習 III 2 杉山  慎 白岩 孝行 2 

南極学特別実習 IV 2 飯塚 芳徳 白岩 孝行 15 

野生動物管理実習 1 岸田  治 

揚妻 直樹 

斎藤  隆 

岸田  治 

内海 俊介 

先崎 理之 

15 

Hokkaido Summer Institute 
Climate and Disaster Challenges in the Era of 
COVID-19 

1 Ram Avtar Ram Avtar 6 

Hokkaido Summer Institute 
Machine Learning in Geoscience 

1 Ram Avtar Ram Avtar 6 
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Hokkaido Summer Institute 
Remote Sensing and Land Surveying with 
UAVs 

1 Ram Avtar 

Ram AVTAR 
Teiji 

WATANABE 
Yuichi 

HAYAKAWA  

6 

ケミカルハザード対策専門家特論Ⅳ: 環境修復

と診断技術 
1 石塚真由美 沖野 龍文 1 

環境と健康および持続可能な開発目標Ⅱ 1 池田 敦子 沖野 龍文 1 

 

 

地球圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

南極学特別講義 I 2 青木  茂 

杉山  慎 

青木  茂 

山本 正伸 

7 

南極学特別実習 III（野外行動技術実習） 2 杉山  慎 

杉山  慎 

白岩 孝行 

下山  宏 

17 

南極学特別実習 IV（母子里雪氷学実習） 2 下山  宏 

渡辺 力 

白岩 孝行 

飯塚 芳徳 

曽根 敏雄 

的場 澄人 

30 

 

 

生物圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

あなたの研究を伝えよう～生物学研究の発表と

論文執筆の技術 
1 田中 亮一 

田中 亮一 8 

三輪 京子 1 

北方生態系の生物多様性基礎論（英語） 2 工藤  岳 

工藤  岳 

小泉 逸郎 

中路 達郎 

先崎 理之 

大舘 智志 

小林  真 

野田 隆史 

岸田  治 

星野洋一郎 

内海 俊介 

高木健太郎 

柴田 英昭 

相場慎一郎 

中村  剛 

揚妻 直樹 

15 
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多様性生物学基礎論 2 鈴木 仁 

鈴木 仁 3 

小泉 逸郎 2 

早川 卓志 2 

 

 

 

環境物質科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

STSI Fundamentals course 2 藤田 修 
Biju Vasudevan 

Pillai 1 

大学院共通授業科目（一般科目）：自然科学・

応用科学 

グリーンエネルギー革新のためのナノサイエ

ンス・ナノテクノロジー基礎論 

2 Biju Vasudevan 
Pillai 

Biju Vasudevan 
Pillai 

髙野 勇太 

小門 憲太 

3 
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１３ 公開コースの開催 

１３－１ 令和３年度 PAREプログラム（人口・活動・資源・環境の負の連環 

を転換させるフロンティア人材育成プログラム） 

  

本プログラムは、文部科学省が行う「大学の世界展開力強化事業」の一つとして平成24年度

から実施された。文部科学省事業としては平成28年度に終了したが、平成29年度以降も北海道

大学の農学院、環境科学院、工学院、水産科学院、情報科学院との共同で、タイの4大学とイ

ンドネシアの3大学と大学院教育コンソーシアムを形成し実施している。令和3年度において

は、本学院で、基礎科目PARE基礎論IとⅣの授業を教員4名が担当し（神谷教授、沖野教授、不

藤井准教授、根岸准教授）、PARE基礎論IとⅣの責任教員を根岸准教授と藤井准教授がそれぞ

れ務めた。環境科学院からは4科目で3名受講し、全体では16名の受講であった。また、サマー

スクールは「PAREの連環：土地、水、食料、エネルギーの持続的利用と管理」をテーマに北海

道大学を拠点にコロナ禍の影響により10月に延期して実施した。スプリングスクールは「環境

保全と地域コミュニティーの健全性の向上に向けた持続的な生態系管理」のテーマで，インド

ネシア（ボゴール農科大学主催）でオンラインと対面のハイブリッド形式で実施した。環境科

学院からは2名（スプリングスクールに2名）参加し、全体ではサマー・スプリングスクールそ

れぞれに20および29名が参加した。 

 

１３－２ 南極学カリキュラム 
南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。令和3年度はプログラムの基幹をなす，南

極学特別講義2科目と南極学特別実習2科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者

5名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。各プログラムは、大学院共通科

目の他、本学が推進するサマーインスティチュート科目として開講しており、環境科学院を中

心に，学内他分野の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交流や幅広い知識獲得の機会と

なっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 
 

過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
南極学特別科目 H29 H30 R1 R2 R3 

特別講義I 49 46 48 39 57 
特別講義II 18 12 8 15 15 

特別実習I（スイス氷河実習） 11 11 7 実施せず 実施せず 
特別実習II（サロマ湖海氷実習） 7 実施せず 実施せず 実施せず 実施せず 
特別実習III（野外行動技術実習） 57 32 43 31 39 
特別実習IV（母子里雪氷実習） 19 16 12 7 12 

南極学修了証書 2 10 5 6 5 
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１３－３ 令和３年度 大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラム 
 

RJE3 プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，環境科学院，

工学院，文学院，農学院，理学院が中心となって申請し，平成 26 年 10 月より開始した事業で

ある。 
ロシアの基幹 5 大学（ウラジオストクの極東連邦大学，ヤクーツクの北東連邦大学，ユジノサ

ハリンスクのサハリン国立大学，ハバロフスクの太平洋国立大学，イルクーツクのイルクーツク

国立大学）と北海道大学の複数大学院，北海道や極東ロシアの自治体，産業界の代表などで構成

されるコンソーシアム（East Russia-Japan Expert Education Consortium，以下 RJE3 コンソ

ーシアム）を構築し，極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する人材を育成するこ

とを目的としている。 
  
令和３年度は，実習と集中講義を大学院共通授業科目としてオンラインで実施した。 

（１）RJE3 基礎科目（令和３年８月 23 日〜８月 27 日）：「RJE3 概論：極東・北極圏の環境・

文化・開発」は，毎年 8 月末に日露の学生が北海道大学に集まって実施する講義である

が，今年度はオンラインの講義として実施した。参加者は，北海道大学の学生 10 名，ロ

シア 5 大学からの学生 11 名）が参加した。参加学生は，北海道・極東・北極圏の歴史と

文化，自然環境，生活環境と地域開発，経済・国際関係についての講義を受講し，４つの

グループに分かれてそれぞれのトピックスを選択し，グループ討論を行い，約 10 分間の

ビデオプレゼンテーションとしてまとめた。環境科学院からは 1 名の教員が講義を担当

した。 
（２）RJE3 専門科目：基礎科目に参加したロシアからの学生のうち８名が北海道大学に半年間，

特別聴講学生としてオンラインで講義やセミナーなど，専門科目の講義を履修した。２名

の学生は，環境科学院とロシア北東連邦大学間の共同修士プログラム Sustainable 
Development of the Arctic を専攻する学生で，北極域における開発および環境変動に関

する修士論文を作成する予定である。 
 
 
１３－４ Hokkaido Summer Institute 2021 
 

Hokkaido Summer Institute 2021 において、2 単位分の講座「ナノサイエンスとナノテクノ

ロジーの基礎と応用」を 2021 年 9 月 27 日から 30 日までオンラインにて開催した。コースの

招待講師は 8 名で、海外から 1 名、徳島大学から 1 名、北海道大学内から 6 名であった。15 回

の講義の中で、主催者メンバー自身が、量子閉じ込め物質の発光と低次元物質に関する 2 つの

講義を行った。講義の第 1 回では、発光プローブとしての様々な半導体材料について、分光学の

基礎も含めて紹介した。講義の第 2 回では、状態密度と量子閉じ込めに焦点を当てた講演を行

った。海外の大学院生 1 名と北海道大学大学院生が多数受講した。 
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１４ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 
 
①地球環境科学研究院・環境科学院 令和３年度 FD 研修会 

「安全保障輸出管理について」 
 開催日時：令和４年１月６日（木）１５：００～１６：００ 
 出席者数：５４名 
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Ⅳ 成  果 
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１５ 学位取得状況 

１５−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

光音響効果を用いた気体の温室効果を学ぶ実験教材に関する研究(A Study on development of 
the educational material to learn greenhouse effect of gas using photoacoustic effect) 福原 朗子（国

際環境保全） 

Study on diets for Japanese medaka fish to reduce cadmium toxicity(カドミウム毒性を低減するため

のメダカの食餌に関する研究）Ujeh Henry Okechukwu（環境適応学） 

Effects of environmental factors on the pro-oxidant properties of epigallocatechin gallate (エピガロカ

テキンガレートの酸化促進特性に対する環境要因の影響）Serene Ezra Corpus Bondad（環境適

応学) 

大雪山国立公園におけるインタープリテーションとリスクコミュニケーションに関する事例

研究(A case study of interpretation and risk communication in Daisetsuzan National Park) 方 チュ

ウ博（実践環境科学） 

Savannah disturbances and human-wildlife coexistence inside and around East African protected areas
（東アフリカの自然保護地域内外におけるサバナの攪乱と人間・野生動物の共存）KOMBA 
Atupelye Weston（国際環境保全） 

Tourism-led socioenvironmental changes in Sagarmatha National Park, Nepal Himalaya（ネパール・

ヒマラヤ，サガルマータ国立公園における観光がもたらした社会的・環境的変化) SUN   Yujie
（国際環境保全） 

賦形剤が金属有機構造体賦形体の環境汚染物質吸着特性に与える影響解析(Analysis of the 
impact of a diluent on adsorption properties of environmental pollutants in shaped metal-organic 
frameworks) 谷本 憂太郎（環境適応科学） 

A linkage between the underground and the land: insect-mediated resource fluxes and dispersals from 
the hyporheic zone of a gravel-bed river（地下と地上のつながり：扇状地河川河床間隙水域から

の昆虫を介した物質移送およびその分散）Mirza A.T.M. Tanvir Rahman（論文博士） 

Sediment-water interactions of degrading floodplain waterbodies in the Ishikari River （石狩川の氾

濫原水域における堆積土砂と水の相互作用）Pongpet Pongsivapai（論文博士） 

 

地球圏科学専攻 

Transport model diagnosis of stratospheric transport field using boundary impulse evolving response 
method（境界パルス応答法を用いた輸送モデルによる成層圏輸送場の診断）Nguyen Thi Hanh
（大気海洋物理学・気候力学） 

Impacts of tides on large scale wind driven boundary currents in climate sensitive regions （気候敏感

海域における潮汐による大規模風成境界流へのインパクト）Chou, Hung Wei h（大気海洋物理

学・気候力学） 

Factors for controlling stable isotopic composition of amino acids of marine organisms: Implication to 
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aquatic ecosystem studies（海洋生物に含まれるアミノ酸の安定同位体比を変化させる要因の解

明）Xing Daochao（大気海洋物理学・気候力学） 

Effects of snow manipulation on larch trees in the taiga forest ecosystem in northeastern Siberia（積雪

量変化が北東シベリアのカラマツタイガ林生態系に及ぼす影響）Shakhmatov Ruslan（大気海

洋化学・環境変遷学） 

Poleward transport of Circumpolar Deep Water off East Antarctica（東南極沖における周極深層水

の極向き輸送）山崎 開平（大気海洋化学・環境変遷学） 

Study on the origin of atmospheric water-soluble organic aerosols at the high-altitude observatory, 
Réunion island in the tropical Indian Ocean（熱帯インド洋レユニオン島の高高度観測所における

大気水溶性有機エアロゾルの起源に関する研究）Simu Sharmine Akter（生物地球化学） 

 

生物圏科学専攻 

Evaluating the impacts of disturbance scale, management history, and stochastic effects on succession 
by remote sensing and field surveys（リモートセンシングおよび野外調査による撹乱規模、管理

履歴、確率事象が遷移に与える影響の評価）Vegh Lea（植物生態学） 

Characterization of photoperiodic genes Ghd8 and Ghd7 on flowering time regulation in a mini-core 
collection of Miscanthus sinensis（ミニコアコレクションを用いたススキにおける開花期制御に

関する日長遺伝子Ghd8 とGhd7 の特徴づけ）郭 志慧（耕地圏科学） 

Variation in phenology, biological traits, and associated epifaunal community between native and non-
native populations of the seagrass Zostera japonica（海草コアマモの在来集団と移入集団の間にお

ける季節性、形質、葉上動物群集の変異）伊藤（阿部）美菜子（水圏生物学） 

Ecological study of the micropredator, Taimenobdella amurensis, a piscivorous leech: filling the gap 
between predation and parasitism（魚類捕食性エゾビルの生態学的研究：捕食と寄生の間を埋め

るマイクロプレデーション）Ayer Christopher Gardner（動物生態学） 

Studies on cell wall structure during morphological changes in brown algae（褐藻の形態形成に伴う

細胞壁構造の変化に関する研究）與那嶺 里菜（水圏生物学） 

Establishment and application of endosperm culture systems to produce polyploid plants in 
Amaryllidaceae（ヒガンバナ科植物における倍数体作出を目的とした胚乳培養系の開発と応用

に関する研究）中野 有紗（耕地圏科学） 

Causes and consequences of animal behavior changes in a human-modified world:A case study of brown 
bear digging for cicada nymphs（人為環境改変下での動物行動の変化の原因と帰結：ヒグマによ

るセミ幼虫の捕食行動を例に）富田 幹次（動物生態学） 

Molecular genetic studies on Transmembrane Nine 1 for rhamnogalacturonan II deposition in 
Arabidopsis thaliana（ラムノガラクツロナンII合成におけるシロイヌナズナTransmembrane Nine 
1の分子遺伝学的研究）廣口 覚彦（論文博士） 

イネ科植物におけるシークエンス情報からみた自然変異と作物育種への利用 (Natural 
variations from sequence information in the family Poaceae, and their utilization for crop breeding) 長
野 宏則（論文博士） 
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環境物質科学専攻 

  An investigation of single-particle photoluminescence blinking in halide perovskite nanocrystals and 
quantum dots（ハライドペロブスカイトナノ結晶と量子ドットにおける単一粒子発光の点滅についての

研究）CHOUHAN Lata（電子科学） 

    A microspectroscopic investigation of photoluminescence and electroluminescence in lead halide 
perovskites（ハロゲン化鉛ペロブスカイトにおける光および電気励起発光の顕微分光学的研究 ）光
SANKARAMANGALAM BALACHANDRAN Bhagya Lakshmi（電子科学） 

    Spatially controlled bandgap engineering and charge carrier recombination in lead halide perovskites 
by optical trapping（光トラッピングによるハロゲン化鉛ペロブスカイトにおけるバンドギャップ工学と電

荷キャリア再結合の空間的制御）Md Shahjahan（電子科学） 

Construction of hydrogen-bonded organic frameworks based on nitrogen-containing π-conjugated 
molecular systems（窒素含有π共役分子系に基づく水素結合性有機フレームワークの構築）JI  
QIN（電子科学） 

   Development of ionophore hydrogen-bonded organic frameworks composed of crown ether derivatives 
（クラウンエーテル誘導体で構成されるイオノフォア水素結合性有機フレームワークの開発）CHEN  
XIN（電子科学） 

   Synthesis of covalent cluster frameworks based on ligand-mediated reactions（配位子間の反応に基づ

いた共有結合性クラスター構造体の構築） 齋藤 結大（ナノ環境材料） 

   可溶性一次元金チオラート配位高分子の合成と溶液中での特性(Synthesis and solution properties 
of soluble one‒dimensional gold(I)‒thiolate coordination polymers)村上 碧（ナノ環境材料） 

Studies on changes in surface/bulk structure and photocatalytic activity of titania powders induced by 
braying（磨砕による酸化チタン粉末の表面/バルク構造と光触媒活性の変化に関する研究）陳 

光奕（論文博士） 

 

 

１５－２ 修士論文題目一覧 
環境起学専攻 

Geospatial data for assessment of forest damage due to typhoon in Eastern Hokkaido, Japan(地理空間

データを用いた北海道東部の森林の台風被害の評価) Chen Xinyu（国際環境保全） 

 Monitoring tropical peatland subsidence using time-series InSAR technique in Bengkalis Island, 
Indonesia(インドネシアのベンカリス島における時系列InSAR技術を使用した熱帯泥炭地の沈

下のモニタリング)  Deha Agus Umarhadi（国際環境保全） 

Changes in morphological characteristics of drainage basins following coseismic landslides by the 2018 
Hokkaido Eastern Iburi Earthquake (2018年北海道胆振東部地震による斜面崩壊にともなう流域

地形特徴の変化) 盧 立榮（国際環境保全） 

Perception of fishermen towards invasive salmonids in Hokkaido and the contribution of citizen science 
to their long-term monitoring(北海道の外来サケ科魚類に対する釣り人の認識、及び市民科学が

その長期モニタリングに与える貢献) Caldwell Elijah William（国際環境保全） 



 - 33 - 

Testing the effects of fine sediment on community structures of hyporheic macroinvertebrates（河床飽

和間隙域の無脊椎動物群集構造へ細粒土砂が及ぼす影響の検証）莫 正 伟（国際環境保全） 

Seismic vulnerability assessments of the 2018 PNG Earthquake for building structures in Central 
Highlands, Papua New Guinea（パプアニューギニア，中央高地の建築構造物のための2018年PNG
地震時脆弱性評価）Joshua Sasahombi（国際環境保全） 

A study on future land use change in Hokkaido, Japan, by remote sensing and scenario-based simulation
（リモートセンシングおよびシナリオシミュレーションによる北海道の将来の土地利用変化

に関する研究）Zhanzhuo Chen（人間・生態システム） 

Development of eDNA detection system for evaluating abundance and reproduction in winter for 
freshwater mussels (Buldowskia iwakawai) in the Ishikari river floodplain（石狩川氾濫原における淡

水二枚貝（Buldowskia iwakawai）の生息数および冬季再生産把握に向けた環境DNA手法の確立）

Wu Junyi（人間・生態システム） 

A mechanism of Eurasian winter temperature variability linked to Arctic change investigated using large 
ensemble experiments（北極変動に関連したユーラシアの冬季気温変動のメカニズム -大規模

アンサンブル実験を用いた調査-）周 習霊（人間・生態システム） 

北海道の雪氷冷熱エネルギー賦存量評価:ニセコ町における事例研究 段 和歓（人間・生態

システム） 

知床世界自然遺産における海岸漂着物に関する研究 西川 穂波（人間・生態システム） 

マガキ (Crassostrea gigas)の海洋酸性化影響評価：岡山県日生地先海域と宮城県志津川湾にお

ける事例研究 濵野上 龍志（人間・生態システム） 

地球温暖化による海水温上昇が北太平洋西岸域のアマモ類の分布変化に及ぼす影響 藤原 

有希子（人間・生態システム） 

藍藻由来のウイルスの細胞侵入阻害物質の探索 二階堂 亮将（環境適応科学） 

藍藻由来の生物付着関連酵素阻害物質の探索 森岡 楊貴（環境適応科学） 

光反応性配位子を有する金属錯体の合成と光応答性 楊 娜娟（環境適応科学） 

The development of ratiometric fluorescence sensor for heavy metal ions based on Suzuki-miyaura 
Cross-coupling reaction (鈴木ー宮浦クロスカップリングを活用した変色型蛍光重金属イオン

センサーの創製) 劉 麗巍（環境適応科学） 

中国留学生が留学先で経験する友人関係と生活の質に関する研究実践環境科学 侯 子涵

（実践環境科学） 

日本の大学を卒業した中国籍留学生の意思決定理由に関する研究：日本に残るべきか帰るべ

きか Ma Jing（実践環境科学） 

Land use land cover change analysis and prediction of carbon sequestration using InVEST model in Viti 
Levu Island, Fiji(フィジー、ビティレブ島におけるInVESTモデルを用いた土地利用土地被覆変

化分析と炭素隔離予測)Apisai Rinamalo Vakacegu（国際環境保全） 

Efficacy of geoscientific education of Tokachi-Shikaoi Geopark, Japan（とかち鹿追ジオパークの地

球科学的教育の有効性）向 世柔（国際環境保全） 

Spatial characteristics of public bus service in urban Sapporo(札幌における路線バスサービスの空
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間的特性) Xu Zitong（国際環境保全） 

A study of landslide detection using aerial photographs and tourism decline analysis in the Tenninkyo 
area, Hokkaido（北海道，天人峡地域における航空写真を用いた地滑り検知と観光衰退分析に

関する研究）楊 伍鈺（国際環境保全） 

Effect of sea surface temperature on precipitation variability in East Asia induced by the boreal summer 
intra-seasonal oscillation(夏季の季節内振動に伴う東アジアの降水変動に対する海面水温の効

果) 韓 徳栄（人間・生態システム） 

いくつかの輸入加工食品中の重金属含有量分析 呉 灝（環境適応学） 

 

地球圏科学専攻 

Development of long-term preservation and measurement method for atmospheric and marine sulfur 
gases by curie point injector（海水中の揮発性有機硫黄化合物の長期保存法開発）王     常青

（[生物地球化学）王     常青（生物地球化学） 

ユーラシア永久凍土帯南限域における湧水動態-現地調査と機械学習による湧水枯渇の広域

解析-岡崎 翌見（雪氷・寒冷圏科学） 

NPZD-Fe鉛直一次元モデルを用いた南部オホーツク海の生態系の再現および応答 臼井 知

輝（大気海洋物理学・気候力学） 

晴天乱気流による航空事故の際の気象場の解析 内田 弘信（大気海洋物理学・気候力学） 
超音波流速計 ADCP による海中浮遊物の識別手法開発とその応用 大嶋 護（大気海洋物理

学・気候力学） 
 
森林キャノピー内における圧力変動と乱流速度場の関係 加藤 陸（大気海洋物理学・気候

力学） 
 

寒気吹き出しに直交する走向を持つ日本海上の筋状降雪雲の研究 川村 容明（大気海洋物

理学・気候力学） 
 

過去 60 年間の日本海側における積雪の経年変動の研究 神田 晴哉（大気海洋物理学・気候

力学） 
 

春季データから見積られる、南大洋における海氷融解量の分布とその変動 小松 瑞紀（大

気海洋物理学・気候力学） 
 

水蒸気起源に着目した北東アジアの夏季降水量変動に関する研究 白井 美彰（大気海洋物

理学・気候力学） 
 

極低気圧の将来変化について 武田 歩夏（大気海洋物理学・気候力学） 

太平洋・インド洋における気圧変動に含まれる外部変動の評価方法及び、経年スケール変動

の長期変調解析への適用 出口 洋海（大気海洋物理学・気候力学） 
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海洋成層状態に見られる長期変動と地球温暖化による影響 丹羽 修二（大気海洋物理学・

気候力学） 

何が棚氷の形を決めるのか？～超高解像度海洋モデルを用いて～ 平田 駿樹（大気海洋物

理学・気候力学） 

観測システムシミュレーション実験による、台風内部コアの風速がデータ同化に与えるイン

パクトの研究 柳原 脩臣（大気海洋物理学・気候力学） 

台風によってもたらされる晩秋の降雪に対する海面水温の影響 八幡 大睦（大気海洋物理

学・気候力学） 

室内実験による海氷granular iceの特性に関する研究 山下 裕大（大気海洋物理学・気候力学 

Lagrange型数値モデルによる地吹雪現象の解析）石川 修平（雪氷・寒冷圏科学） 

アイスコアを用いた過去の北極大気中に含まれるエアロゾルの氷晶核能を復元する測定装置

の開発 大塚 美侑（雪氷・寒冷圏科学） 

北海道における日最低気温の地域特性と環境場の関係 齋藤 舜（雪氷・寒冷圏科学） 

Estimation of freshwater discharge from the Gulf of Alaska drainage basins (アラスカ湾沿岸流域か

らの淡水流出量の評価) 辛 鵬（雪氷・寒冷圏科学） 

グリーンランド南東ドームアイスコアから復元するエアロゾルプロキシと北半球中高緯度の

雲の関係 渡利 晃久（雪氷・寒冷圏科学） 

河川における溶存有機物の光分解に伴う炭素安定同位体比の変化 阿部 蒼士（生物地球化

学） 

沿岸域における燃焼起源溶存有機物の挙動に関する研究 石坂 洸太（生物地球化学） 

Origin of secondary fatty alcohols in atmospheric aerosols in a cool-temperate forest based on their mass 
size distributions（冷温帯林における大気エアロゾル質量粒径分布に基づく第二級脂肪族アル

コールの起源）崔 羽皓（生物地球化学） 

Dynamics of dissolved methane and its biogeochemical controlling factors in the Arctic Ocean（北極

海における溶存メタンの動態とその生物地球化学的制御因子）鄭 心源（生物地球化学） 

冬季と春季にオホーツク海南部で優占する珪藻類の現存量、組成、代謝活性およびそれらと

環境要因との関係 渡邉 翔（生物地球化学） 

 

生物圏科学専攻 

Seasonal dissolved organic carbon dynamics from a Saccharina japonica var. religiosa kelp bed in 
Oshoro Bay, Hokkaido, Japan, and implications for Blue Carbon（忍路湾におけるホソメコンブ

（Saccharina japonica var. religiosa）藻場起源の溶存有機炭素の季節動態とブルーカーボンと

の関係）CARLSON, Andrew Kalani（海洋生物生産学） 

北太平洋西岸の天然Saccharina japonicaの形態および遺伝的多様性に関する研究 劉 暢（水

圏生物学） 

Study of the relationship between the northbound migratory movement of northern fur seal (Callorhinus 
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ursinus) and oceanographic features by satellite telemetry, tracked from northern Japan（衛星発信器を

用いたキタオットセイ（Callorhinus ursinus）北上回遊中における海洋学的特徴に対する反応 

李 何萍  （水圏生物学） 

メタン発酵消化液を用いたウキクサバイオマス生産への取り組み 藤田 太河（分子生物学） 

非侵襲試料を用いた日本の飼育ハリモグラにおける遺伝的多様性と性別の解析 江澤 拓海

（生態遺伝学） 

The evolutionary history of the black rat (Rattus rattus complex) from Japan based on mitochondrial 
DNA sequences（ミトコンドリアDNAの塩基配列変異に基づく日本産クマネズミの進化史の解

明）甲斐 一（生態遺伝学） 

鯨類の授乳において乳児が味覚を利用している可能性 勝島 日向子（生態遺伝学） 

樹液食哺乳類の腸内細菌叢の網羅解析 金綱 航平（生態遺伝学） 

オナガザル科グエノン類における種間ゲノム浸透と混群形成の関連の研究 北山 遼（生態

遺伝学） 

ショウジョウバエの神経組織が誘導する模様形成プロセスの研究 古関 将斗（生態遺伝学） 

コアラのユーカリ食適応に関する分子遺伝学 近藤 虎太郎（生態遺伝学） 

単孔類の視覚適応に関する分子遺伝学と行動解析 阪本 詩乃（生態遺伝学） 

Hair color variation and population dynamics of Eurasian house mice based on genomic sequence 
variation in the Mc1r gene（Mc1r遺伝子周辺ゲノム配列変異に基づくユーラシア産ハツカネズ

ミの毛色変異と集団動態の解明）雜喉 和寛（生態遺伝学） 

Life history strategies of Laportea bulbifera（ムカゴイラクサの生活史戦略）辻本 隆太郎（生態

遺伝学） 

Study of genetic structure and population dynamics of the large Japanese mole (Mogera wogura) based 
on genome-wide SNP genotyping 角井 建（生態遺伝学） 

Transcriptome changes of maternal immune system related to embryonic diapause in brown bears（着

床遅延に関連するヒグマ母体での免疫系トランスクリプトーム変化） 西島 明日香（生態遺

伝） 

Factors of interpopulation variation in flowering individual size of a monocarpic perennial herb, 
Cardiocrinum cordatum var. glehnii（一回繁殖型多年生草本オオウバユリの開花個体サイズの集

団間変異の要因について）芳賀 奨平（生態遺伝学） 

The roles of current leaves of flowering individuals : a comparative study between monocarpic perennial 
plant and annual plant（開花個体における当年葉の役割 ： 一回繁殖型多年生草本と一年生植物

の比較研究）松窪 祐介（生態遺伝学） 

Spatio-temporal dynamics of geographically isolated populations of the lesser Japanese mole (Mogera 
imaizumii) based on nuclear and mitochondrial DNA variation（ミトコンドリアおよび核DNA変異

に基づくアズマモグラ隔離個体群の時空間動態の解明）三橋 れい子（生態遺伝学） 

Effect of odor on the behavior of pollinators in the dioecious plant, Arisaema peninsulae（雌雄異株植

物コウライテンナンショウにおける送粉者の訪花行動に及ぼすにおいの効果）芳崎 優華（生

態遺伝学） 



 - 37 - 

哺乳類冬眠動物の季節適応性変化の解析 大塚 玲桜（分子生物学） 

春採湖の深層水におけるWoesearchaeales目の未培養アーキアのゲノム解析 亀井 佳温（分

子生物学） 

ウキクサ共生細菌による微細藻類成長抑制能の評価 黒田 祥平（分子生物学） 

自然免疫を活性化するカイコ外皮の内因性因子 坂本 育実（分子生物学） 

Wolffia globosa（ミジンコウキクサ）に対する成長促進細菌の探索 須藤 美瑛奈（分子生物

学） 

Plant Growth-promoting Factor of Bacillus altitudinis MRB10 is a Zinc-carboxypeptidase(Bacillus 
altitudinis MRB10 の植物成長促進因子は Zinc-carboxypeptidaseである) 堀之内 詢大（分子生

物学） 

様々な原油関連環境を対象とした新規バイオサーファクタント生産株の探索 牧野 航大

（分子生物学） 

Paraburkholderia phytofilmans PsJNのウキクサへの接種とその生育への影響評価 松本 采樹

（分子生物学） 

厚岸湖から分離した新規硫酸還元細菌の特徴づけ 矢部 達也（分子生物学） 

Studies on the involvement of FERONIA receptor kinase in the response to boron deficiency in 
Arabidopsis thaliana（シロイヌナズナのホウ素欠乏応答における受容体キナーゼFERONIAの関

与）山沢 美湖（分子生物学） 

亜寒帯針葉樹林における森林構造及び動態把握のための地上観測とドローン観測の比較 安

保 絵梨（植物生態学） 

Temperature-dependent competition between native salmonids: a field assessment considering abiotic 
factors and biotic interactions（在来の河川性サケ科魚類における温度依存競争：非生物的要因と

種間相互作用を考慮した野外検証）植村 洋亮（植物生態学） 

Phylogeography of branchiobdellida in Japan: insights into the historical co-dispersal between host 
crayfish and symbiotic branchiobdellida from molecular phylogeny（日本産ヒルミミズ類の系統地

理：遺伝子から宿主ニホンザリガニとの共分散史を読み解く）今野 友陽（動物生態学） 

北海道東部沿岸における外来種キタアメリカフジツボ幼生の定着高度及び定着海岸の17年間

の変化：適応度の垂直・水平分布パターンとの関係 米田 智樹（動物生態学） 

岩礁潮間帯固着生物群集における種多様性が個体群変動性へ及ぼす影響：岩礁高度、生産性、

攪乱との関連性 劉 小河（動物生態学） 

カジカ上科魚類の繁殖様式と生殖口の位置に着目した機能形態学的研究 井鍋 拓也（水圏

生物学） 

養殖環境下におけるマガキの殻体運動計測と産卵行動の検出 上田 優哉（水圏生物学） 

北海道東部沿岸域におけるチシマラッコの採餌行動と海底環境との関係 落合 彩月（水圏

生物学） 

Dynamics of summer phytoplankton bloom in Akkeshi Bay: responses of phytoplankton assemblages 
to nutrient availability（厚岸湾における夏季植物プランクトンブルームの発生メカニズム）川田 
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有季（水圏生物学） 

操業情報を用いたホッケ刺し網漁業におけるスケトウダラ混獲要因の分析 黒川 大智（水

圏生物学） 

北海道南部臼尻に出現するクラゲ類の分類学的生態学的研究 小林 和馬（水圏生物学） 

Analysis of spatio-temporal dynamics of seagrass beds using UAVs（UAVsを活用した海草藻場の時

空間変動の解析）田原 聖（水圏生物学） 

静岡県用宗のシラス漁業におけるプール制操業と個別操業の漁獲特性の比較研究 中野 由

宥子（水圏生物学） 

福島県さくら湖における計量魚群探知機を用いた藍藻類の判別に関する研究 中森 陸（水

圏生物学） 

空気曝露が降海型アメマス(Salvelinus leucomaenis leucomaenis)の遊泳能力に与える影響に関す

る研究 西森 優馬（水圏生物学） 

褐藻シオミドロを材料としたCRISPR-Cas9によるゲノム編集技術の確立 〜配偶子前鞭毛が

持つマスチゴネマの機能解析〜 原田 実（水圏生物学） 

ゼブラフィッシュ×ヒナモロコ亜科間雑種での致死性に関する研究 前濱 友翼（水圏生物

学） 

大型水槽を用いた自由遊泳時におけるマサバScomber japonicusのターゲットストレングス測

定 水谷 行佑（水圏生物学） 

ヘアリーベッチすき込み残渣が後作レタスの生育に及ぼす影響 内林 大志（耕地圏科学） 

北海道東部におけるハスカップの倍数体混在集団の特性 河合 智大（耕地圏科学） 

七倍体サルナシを種子親とする後代の作出とDNA量解析 鈴木 陽名（耕地圏科学） 

薬用植物イチイの半数性胚乳および葯における分化能の検証 三和 優吾（耕地圏科学） 

牧草放牧地での滞牧日数経過に伴う北海道和種馬と軽種馬の食草行動の変化 楊 康民（耕

地圏科学） 

異なる生育環境に分布するショウジョウバカマの生活史特性変異 冨田 寛瑛（多様性生物

学） 

Relationship between temporal dynamics of flowering patterns and foraging patterns of bumble bees in 
an alpine zone （高山帯における植物の開花構造の季節変化とマルハナバチ類の訪花特性の関

係性）永瀬 大悦（多様性生物学） 

Exotic species (Hypochaeris radicata and Aster novi-belgii) affect differently the dynamics of native 
species in the early stage of volcanic succession(火山遷移初期段階における外来種(ブタナおよび

ユウゼンギク)の在来種動態への異なる影響)  範 瑞珊（多様性生物学） 

陸奥湾底層における海底耕耘による栄養塩回帰プロセスの解明と貧栄養化に対する有効性 

阿部 優之介（海洋生物生産学） 

北海道産サクラマス(Oncorhynchus masou)における体サイズおよび光周期に依存的なスモルト

化 宇賀地 優希（海洋生物生産学） 
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配合飼料を用いた未利用ウニの養殖技術開発 中川 紅実（海洋生物生産学） 

北海道忍路湾における海藻群集による栄養塩利用動態の気候変動による影響評価 中西 紀

代子（海洋生物生産学） 

マナマコ Aopstichopus japonicus の新規卵黄タンパク質の同定 西川 奈歩（海洋生物生産学） 

ニジマスのインスリン様成長因子結合蛋白-2bのゲノム編集の効果と組換え蛋白の作製 羽

原 史織（海洋生物生産学） 

ウニ生殖巣の色揚げのためのウニ用配合飼料の改良開発 濱 遥香（海洋生物生産学） 

サロマ湖における粒子態有機物の現存量と元素組成比の把握によるホタテガイの餌環境の評

価 山越 康介（海洋生物生産学） 

Mechanisms of urban evolution in white clover: multi-functionality and multi-level polymorphism in 
defense traits（シロツメクサ被食防衛形質の階層性と多面的機能に着目した植物の都市適応機

構の解明）石黒 智基（森林圏フィールド科学） 

エゾシカの影響が異なる環境における下層植物が持つ二次代謝物質の応答 市川 翔太（森

林圏フィールド科学） 

Impacts of alien toxic toad hatchlings (Bufo japonicus formosus) on early life history stages of  native 
predatory salamanders (Hynobius retardatus) （有毒な国内外来種アズマヒキガエルの孵化幼生が

在来捕食者エゾサンショウウオの初期生活史に与える影響）井上 嘉大（森林圏フィールド

科学） 

アカネズミとエゾヤチネズミの餌探索における空間記憶 菊地 孝介（森林圏フィールド科

学） 

Spatial variation of nitrogen dynamics and microbial activity in surface soil of forest ecosystem(森林生

態系における表層土壌の窒素動態および土壌微生物活性の空間変動) 朱 詩瑶（森林圏フィ

ールド科学） 

エゾサンショウウオ幼生の個体発生反応基準における集団間変異 杉目 良平（森林圏フィ

ールド科学） 

Influencing factors of element leaching from tree leaf during the deciduous period（落葉期における

樹木葉からの物質溶脱に影響する要因）張 德洋（森林圏フィールド科学） 

環境DNAアプローチによって捉える節足動物群集の応答：森林再生における植物多様性と食

害の効果 仲野 友太（森林圏フィールド科学） 

Interactions between leaf beetle evolution and insect communities under natural environments: a 
feedback cycle through negative frequency-dependence （非制御環境におけるハムシの進化と昆虫

群集の相互作用：負の頻度依存効果によるフィードバック・サイクル）南雲 優哉（森林圏フ

ィールド科学） 

森林流域における長期的な河川水質の変動とその要因 藤井 信亮（森林圏フィールド科学） 

エゾシカ (Cervus nippon yesoensis) における母親の育仔行動：仔の発達段階および性別による

育仔投資の違い 吉田 桃子（森林圏フィールド科学） 
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環境物質科学専攻 

Synthesis and properties of novel chiral Au8 clusters with BINAP-type diphosphine ligands（BINAPジ
ホスフィン配位子を用いた新規キラルAu8クラスターの合成と特性）陳 宇翔（ナノ環境材料） 

A microspectroscopic study and control of amplified spontaneous emission from lead halide perovskite 
microcrystals （ハロゲン化鉛ペロブスカイトマイクロ結晶における自然放射増幅光の制御に

向けた顕微分光研究）許  斐俊（ナノ環境材料） 

 Developing stable and highly luminescent semiconductor quantum dots for targeting mitochondria（ミ

トコンドリアを標的とする安定高発光性半導体量子ドットの開発）陳 丹陽（光電子科学） 

近赤外光吸収色素分子の開発と光線温熱効果の解明 吉田 和矢（光電子科学） 

蛍光ソルバトクロミック色素を組み込んだ脂質膜センサーの開発 岩本 祐希（生体物質科学） 

Mitchellene Fの合成研究 小林 拓夢（生体物質科学） 

イミド結合で表面上に蛍光ソルバトクロミック色素と認識部位を修飾したセンシングポリマ

ーの創製 中上 皓貴（生体物質科学） 

原料TiO2の粒子形態を保持した低原子価チタン酸化物の合成 岩本 麻子（ナノ環境材料） 

Removal and decomposition of nitrate over anion-exchange resin containing gold nanoparticles toward 
purification of groundwater（地下水浄化のための金ナノ粒子内包陰イオン交換樹脂による硝酸

イオンの分離と分解）Yan Bobo（ナノ環境材料） 

ピリジル修飾Auクラスターを用いたMOFの創製とそのNH3BH3分解活性 王 宇鵬（ナノ環

境材料） 

排ガスからのメタンスリップの抑制に向けたオゾンを酸化剤とする低温メタン燃焼 北川 

和輝（ナノ環境材料） 

金属酵素修飾電極における脂質膜構築およびタンパク質会合 佐野 綾哉（ナノ環境材料） 

Effects of co-doping on the oxygen reduction reactivity and selectivity of Fe-N-C electrocatalysts (Fe-
N-C電極触媒の酸素還元活性と選択性における共ドープ効果)  謝 思斉（ナノ環境材料） 

中空型ポリ酸{Mo132}内部空間の有機ゲスト捕捉活性 申 栽燮（ナノ環境材料） 

水中硝酸イオン還元反応に活性を示す担持ニッケル触媒への白金の添加効果 徐 源励（ナ

ノ環境材料） 

Controlled porous properties of Werner clathrates with 4-styrylpyridine ligands by light （ 4-
styrylpyridine配位子を有するウェルナークラスレートの光による多孔性機能制御）宋 宇（ナ

ノ環境材料） 

Formation of fibrous cluster assemblies directed by interligand fluorophilic interaction（配位子間での

親フッ素相互作用に主導される繊維状クラスター会合体の形成）孫 杜紅（ナノ環境材料） 

Formation of fibrous cluster assemblies directed by interligand fluorophilic interaction（スズ修飾白金

-パラジウム単結晶電極における亜酸化窒素還元）Zheng Jinhang（ナノ環境材料） 

銅二核錯体でキャップされた金クラスターの合成と特性 山田 和輝（ナノ環境材料） 

新規キラルジホスフィン配位金クラスターの合成および特性評価 李 昴（ナノ環境材料） 
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Redox-responsive polymers and gels driven by cleavage of disulfide bond（ジスルフィド結合の開裂

で駆動する酸化還元応答型高分子およびゲル）王 超（光電子科学） 

分岐鎖アルキルアンモニウム /[18]crown-6誘導体からなる超分子カチオンを導入した

[Ni(dmit)2]塩の構造と動的物性 金丸 和矢（光電子科学） 

大環状クラウンエーテルに包接されたヘテロ環カチオンの動的構造と物性 堺 博紀（光電

子科学） 

Studies of the generation, recombination, and mechanical control of excitons in self-assembled 
formamidinium lead bromide perovskite nanocrystals  張 シ菁（光電子科学） 

Dibenzo[24] crown-8構造を骨格に含む金属有機構造体の合成 羽田 将人（光電子科学） 

Dialkylammonium/dibenzo[24]crown-8擬ロタキサンカチオンを導入した[Ni(dmit)2]塩の構造と

誘電物性 広瀬 昂生（光電子科学） 

Fabrication and characterization of inverse-opal titania for enhancement of photocatalytic activity（光

触媒活性向上をめざした逆オパール構造酸化チタンの調製と評価）王 磊（環境触媒化学） 

Light intensity-dependence study on photocatalytic activity of bismuth tungstate particles with different 
morphology（異なる形態をもつタングステン酸ビスマスの光触媒活性の光強度依存性解析）王 

理（環境触媒化学） 

 

 
１５−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

令和３年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成 31 年４月 

入学者 
22 7 31.82 

 
※修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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１６ 研究成果発表状況 
 
16－1 査読有り論文 

令和 3 年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修

了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月

／日）を表しており、受理された年度（4 月 1 日－3 月 31 日）で分けている。なお、教員のみ

の業績については各部局の報告等に所載するため掲載していない。専攻を跨いでいる業績に関

しては*印を付けている（以下同じ）。 
 
環境起学専攻 
Alam, M., Negishi, J. N., Pongsivapai, P., Yamashita, S., Nakagawa, T. (2021) Additive 

effects of sediment and nutrient on leaf litter decomposition and macroinvertebrates 
in hyporheic zone. Water 13(10), 1340. (2021/5/7) 

Avtar, R., Navia, M., Sassen, J., Fujii, M. (2021) Impacts of changes in mangrove ecosystems 
in the Ba and Rewa deltas, Fiji using multi-temporal Landsat data and social survey. 
Coastal Engineering Journal 63(3), 386-407. (2021/5/17) 

Boyero, L., López-Rojo, N., Tonin, A. M., Pérez, J., Correa-Araneda, F., Pearson, R. G., Bosch, 
J., Albariño, R. J., Anbalagan, S., Barmuta, L. A., Basaguren, A., Burdon, F. J., 
Caliman, A., Callisto, M., Calor, A. R., Campbell, I. C., Cardinale, B. J., Casas, J. J., 
Chará-Serna, A. M., Chauvet, E., Ciapała, S., Colón-Gaud, C., Cornejo, A., Davis, A. 
M., Degebrodt, M., Dias, E. S., Díaz, M. E., Douglas, M. M., Encalada, A. C., Figueroa, 
R., Flecker, A. S., Fleituch, T., García, E. A., García, G., García, P. E., Gessner, M. O., 
Gómez, J. E., Gómez, S., Gonçalves Jr, J. F., Graça, M. A. S., Gwinn, D. C., Hall Jr, R. 
O., Hamada, N., Hui, C., Imazawa, D., Iwata, T., Kariuki, S. K., Landeira-Dabarca, A., 
Laymon, K., Leal, M., Marchant, R., Martins, R. T., Masese, F. O., Maul, M., McKie, 
B. G., Medeiros, A. O., Erimba, C. M. M., Middleton, J. A., Monroy, S., Muotka, T., 
Negishi, J. N., Ramírez, A., Richardson, J. S., Rincón, J., Rubio-Ríos, J., dos Santos, G. 
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１７ 修了後の進路 
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計 35 
 
主な進路 
環境起学専攻 
Ardhi University（タンザニア），弘前大学教育学部家政教育講座，リンク インタラック，北
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所，マイクロンメモリジャパン株式会社，代々木ゼミナール，北海道大学，高知大学農林海洋
科学部，北海道大学大学院国際食資源院 
 
環境物質科学専攻 
北海道大学電子科学研究所，上海合全药物研发有限公司（中国），北海道大学電子科学研究

所，学校法人高宮学園代々木ゼミナール，北海道大学大学院環境科学院，マイクロンメモリジ

ャパン，KU Leuven（ベルギー）  
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令和 3年度修了者（令和 4 年 5 月 1 日現在） 
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進学 34，農業・林業 5，漁業 1，建設業 5，製造業 40，電気・ガス・熱・水道業 3，情報通信
業 23，運輸・郵便業 1，卸売・小売業 7，金融・保険業 4，学術研究，専門・技術サービス
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（中国） 
 
地球圏科学専攻 
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センチュア，鈴与シンワート，東京電力ホールディングス，富士フイルムビジネスイノベーシ
ョンジャパン，気象庁，アクシス，ジェイマックシステム，北海道新聞社，ハイドロシステム
開発，アクセンチュア，川崎汽船，NEC ソリューションイノベータ，テーブルマーク，クボ
タ，日本放送協会，アルゴス，日本工営，大和証券，NTT データ，Wuchan Zhongda Group 
Co.,Ltd.（中国），野村総合研究所 
 
生物圏科学専攻 
日清ファルマ，いちよし証券，ビッグツリーテクノロジー&コンサルティング，伊藤忠エネクス，
山崎製パン，伊藤忠飼料，三井物産，NTTコムウェア，小松製作所，ミツカン，北海道ガス，Olivier， 
TBM，日鉄ソリューションズ，セールスフォース・ドットコム，雪国まいたけ，協友アグリ，一
般社団法人 日本森林技術協会，神戸市役所，ヰセキ北海道，アマダ，国立研究開発法人 水産
研究・教育機構，ニチモウ，北海道立総合研究機構，北海道庁，北海道朝日航洋，住友金属鉱山，
シマノ，Max Planck Institute for Biology Tübingen（ドイツ），三井住友海上火災保険，プ
ロトコーポレーション，北海道 NSソリューションズ，住化農業資材，北海道立総合研究機構（研
究職員・農学），CJ FOODS JAPAN，北海道，上海微谱检测技术科技集团（中国），ドコモ CS北海
道，カネカ，Mizkan J plus Holdings，ネオキャリア，湖池屋，伊藤ハム，住友林業，シー・ア
イ・シー，学校法人 鎌倉女学院，北海道電力，エコテック，Netease社（中国），NTT東日本－
南関東，NTT東日本，日立ハイテク，構研エンジニアリング 
 
環境物質科学専攻 
Shanghai Institute of Materia Medica, Chinese Academy of Sciences（中国），楽天グルー
プ，味の素ファインテクノ，シャープ，アドバンテック，トヨタ自動車，NOK，日本ケミコン，
ライオン，Western Digital/HGSTジャパン，康龍化成（北京）新薬技術（中国），マイクロン
メモリジャパン合同会社，北海道開発局，Nanjing University（中国），ニチレキ，BOEテクノ
ロジーグループ（中国），インターネットイニシアティブ 
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１８ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の

規定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下

「通則」という。）第４条第５項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通

則第10条第１項各号のいずれかに，通則第４条第５項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課

程」という。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が

入学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを

許可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目

を設けることができる。 
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（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外

に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 

（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，本学院の他の専攻，北海道大学（第10条において「本

学」という。）の大学院の研究科，他の学院若しくは教育部の専攻の授業科目又は学部の授業科目若

しくは北海道大学専門横断科目規程（平成31年海大達第50号）に定める専門横断科目を指定して履修

させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課

程の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，

博士後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行

う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を

上げた者については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあって

は，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課

程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期

間」と，「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における

２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替え

て，前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定によ

り，大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博

士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単

位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年

以上在学すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 
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２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）にお

いて学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して15単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年

を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位等の認定及び在学年数の取扱い） 

第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学

生が，入学前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得した単位（大

学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第15条に規定する科目等履修生として履修した授業科目に

ついて修得した単位を含む。）又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学において学修した成果

を，本学院において修得した単位以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して15単位

を超えない範囲において，本学院における授業科目の履修により修得したものとみなすことができ

る。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，前条第２項の規定により修得し

たものとみなす単位数と合わせて，修士課程及び博士後期課程を通して20単位を超えないものとす

る。 

３ 本学院は，第１項の規定により入学前に修得した単位又は学修の成果（学校教育法（昭和22年法

律第26号）第102条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を本学院にお

いて修得したものとみなす場合であって，当該単位又は学修の成果の修得により本学院の修士課程の

教育課程の一部を履修したと認めるときは，当該単位数，その修得に要した期間その他を勘案して１

年を超えない範囲において，本学院が定める期間在学したものとみなすことができる。ただし，この

場合においても，当該課程に少なくとも１年以上在学するものとする。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に

行う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 
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第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修

了の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学

者に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定め

る。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 
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附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第92号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学大学院環境科学院

規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成29年４月１日海大達第120号） 

この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日海大達第101号） 

１ この規程は，平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成31年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（令和２年４月１日海大達第90号） 

１ この規程は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（令和３年４月１日海大達第73号） 

この規程は，令和３年４月１日から施行する。 

 

 

別表（第５条関係） 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 

地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 
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再生可能エネルギー総論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 

応用生態学特論 

2 

2 

環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 

環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

環境起学基礎演習 1 

実践環境科学総論Ⅰ 2 

実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 

実践環境科学実習Ⅱ 1 

実践環境科学インターンシップⅠ 2 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

 

博士後期課程 

 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単（必修科目）  
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地球圏科学論文講読Ⅰ 4 位以上を修得すること。 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古気候学特論 2 

生物地球化学基礎論 2 

北極域総論 2 

化学海洋学特論 2 

海洋生物地球化学特論 2 

生態系環境科学特論 2 

生態系物質循環学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 

理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 2 

極域海洋学特論 2 

大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 
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生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 

分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 

フィールド科学基礎論 

北方生態系の生物多様性基礎論 

2 

2 

生物生産学基礎論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 

環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

植物生態学特論Ⅰ 2 

植物生態学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  
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（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目か

ら8単位以上を含み，合計30単位以

上を修得すること。ただし，環境物

質科学実習Ⅰ及び環境物質科学実習

Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に

算入することができない。 

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 

環境物質科学基礎論Ⅲ 2 

（選択必修科目）  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

（選択科目）  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  

環境科学総論 2 
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環境科学研究基礎論 1 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

（選択科目）  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 

 

 

 
 

１９ 予算 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

令和３年度 ９，８９０ 

 

 

 

２０ 安全管理 

実施項目 防災訓練 

実施日 ６月２２日 

実施内容：通報訓練，安否確認システム訓練 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月～６月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １１月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止し，省エネルギーの意識を高めるた

めに実験室・居室等を対象に実施 
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２１ 国際交流協定 
部局間交流協定 
 

国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 
（更新：平成30年3月31日）  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成9年12月13日) 
（更新：平成15年11月21日) 
（満了：平成18年8月25日) 

※ 

3 英国（イギリス） ノッティンガム大学  
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 
University 

平成9年10月17日 
（更新：平成12年10月17日） 
（更新：平成16年1月20日） 
（満了：平成22年10月23日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 
（更新：平成14年11月17日） 
（更新：平成19年11月17日） 
（満了：平成22年4月9日） 

※ 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 

国立成功大学永続環境科技研究センター 
国立成功大学環境工程学系 
Sustainable Environment Research Center, National 
Cheng Kung University 
Department of Environmental Engineering, National 
Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  ※ 

8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日 
（更新：平成29年11月10日）  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 
（満了：平成30年3月19日） ※ 

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日 
（更新：平成30年1月22日）  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 
（更新：平成31年2月5日） ※ 

12 マレーシア 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

13 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス 
海洋研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日  

16 ノルウェー王国 
オスロ大学数学・自然科学部 
The Faculty of Mathematics and Natural Science, 
University of Oslo 

平成29年7月13日  

17 中華人民共和国 
華東師範大学地球科学部 
Faculty of Earth Sciences, East China Normal 
University 

平成29年10月23日  

18 イタリア共和国 
トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部 
Department of Agricultural, Forest and Food Science, 
University of Turin 

平成29年10月26日  
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19 インドネシア共和国 
イスラム大学数学・自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, Islamic 
University of Indonesia 

平成30年2月27日  

20 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成30年7月26日 
（廃止：令和2年4月15日）  

21 中華人民共和国 
武漢紡織大学化学・化学工学院 
College of Chemistry and Chemical Engineering, 
Wuhan Textile University 

令和元年10月15日  

22 タイ王国 ヴィデャシリメディ科学技術大学 
Vidyasirimedhi Institute of Science and Technology 令和2年2月27日  

※：後日大学間交流締結 
 
大学間交流協定 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 
（更新：平成24年10月1日） 
（更新：平成29年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 
（更新：平成27年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 
（更新：平成28年12月11日） 

 

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 
（更新：平成25年6月30日） 

 

5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日） 
（更新：平成28年5月11日） 

 

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 
（更新：平成28年8月26日） 

※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 
（更新：平成30年6月13日） 
（更新：令和2年11月5日） 

※ 

8 ロシア連邦 
極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 
（現 極東連邦大学 
Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日）  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日 
（更新：平成26年1月9日）  

10 ドイツ連邦共和国  ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日 
（更新：平成27年2月11日）  

11 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日 
（更新：平成27年4月9日）  

12 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 
（更新：平成27年10月24日） ※ 

13 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 
（更新：平成27年10月29日） ※ 

14 中華人民共和国 厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日 
（更新：平成27年11月25日）  

15 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日 
（更新：平成28年2月3日）  



 - 90 - 

16 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日 
（更新：平成28年10月13日）  

17 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日 
（更新：平成29年3月14日）  

18 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日 
（更新：平成29年4月2日）  

19 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日 
（更新：平成29年12月27日）  

20 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日 
（更新：平成30年1月23日）  

21 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

22 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 

平成26年7月16日 
（改訂：令和3年7月16日） ※ 

23 マレーシア マレーシア・サバ大学 
Universiti Malaysia Sabah 平成28年4月12日 ※ 

24 中華民国（台湾） 国立東華大学 
National Dong Hwa University 平成29年6月7日 ※ 

25 インド インド工科大学ボンベイ校 
Indian Institute of Technology Bombay 平成30年1月15日  

26 インド インド工科大学マドラス校 
Indian Institute of Technology Madras 平成30年3月26日  

27 インド インド工科大学ハイデラバード校 
Indian Institute of Technology Hyderabad 平成30年4月2日  

※：責任部局として参画 
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